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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第１四半期の業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第１四半期 1,173 － △9 － △5 － △5 － 

27年３月期第１四半期 － － － － － － － － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第１四半期 △4.59 － 

27年３月期第１四半期 － － 

 (注) １．当社は、平成27年３月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成27年３月期第１四半期の数値及び平成

28年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。 
２．平成28年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。 
 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第１四半期 1,969 911 46.3 702.98 

27年３月期 2,034 916 45.0 708.84 
 
（参考）自己資本 28年３月期第１四半期 911 百万円   27年３月期 916 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
27年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
28年３月期 －         
28年３月期（予想）   0.00 － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無  

 

３．平成28年３月期の業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 2,633 18.4 111 21.6 117 17.8 69 37.6 53.70 

通期 5,521 21.9 273 34.3 285 40.0 169 46.2 131.30 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無  

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

  

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

  

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期１Ｑ 1,297,280 株 27年３月期 1,292,280 株 

②  期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 45 株 27年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期１Ｑ 1,296,990 株 27年３月期１Ｑ － 株 

  

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  （将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等 

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての 

注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報 

に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間における我が国経済は、円安による輸出企業の好調な業績や株式市場の堅調な推移を背景

として、国内景気は緩やかではありますが回復基調となりました。

 個人消費については、雇用・所得環境の改善に伴い、消費者マインドに持ち直しの動きが見られましたが、物価

の上昇や、消費の基盤となる個人所得の水準は小幅な改善に留まる等、先行きは依然として不透明な状況が続いて

おります。

 当社の属する外食産業におきましては、業界内における競争の激化に加え、円安による仕入コストの上昇や消費

者の依然として高い生活防衛意識等により、経営環境は厳しい状況で推移しております。

 かかる状況下におきまして、当社は「日常を、より楽しく。‐To Entertain People‐」というビジョンのも

と、カルチャーコンテンツ提供事業の積極推進により、経営計画の実現に向けた施策に取り組んでまいりました。

 飲食サービスにおきましては、既存エリアにおけるドミナント戦略強化を目的とした出店施策により、東海地方

に１店舗（atari CAFE＆DINING 新静岡セノバ店）、関東地方に３店舗（kawara CAFE＆DINING -FORWARD- 横浜ワ

ールドポーターズ店、kawara CAFE＆KITCHEN トレッサ横浜店、kawara CAFE＆DINING 津田沼パルコ店）の計４店

舗を新規に出店、この結果、総店舗数は59店舗となりました。

 また、コンテンツ企画サービスにおきましては、季節イベントとしてビアガーデン営業に本格着手し、関東地方

及び近畿地方においてそれぞれ営業を開始致しました。

 以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は1,173百万円となりました。

 利益面につきましては、当該各施策における初期投資コストに加え、本部間接部門における機能の充実強化を目

的とする人員増強に伴う採用費の発生等の影響により、当第１四半期累計期間の結果は、営業損失９百万円、経常

損失５百万円、四半期純損失５百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末と比較して64百万円減少し、1,969百万円となりました。 

流動資産は、前事業年度末と比較して163百万円減少し、787百万円となりました。減少の主な要因は、現金及び

預金196百万円の減少によるものであります。 

固定資産は、前事業年度末と比較して98百万円増加し、1,180百万円となりました。増加の主な要因は、新規出

店に伴う有形固定資産72百万円の増加、敷金及び保証金22百万円の増加によるものであります。 

 

（負債） 

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比較して60百万円減少し、1,057百万円となりました。 

流動負債は、前事業年度末と比較して67百万円減少し、594百万円となりました。減少の主な要因は、未払法人

税等51百万円の減少によるものであります。 

固定負債は、前事業年度末と比較して６百万円増加し、463百万円となりました。増加の主な要因は、新規出店

に伴う資産除去債務４百万円の増加によるものであります。 

 

(純資産) 

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比較して４百万円減少し、911百万円となりました。

減少の主な要因は、四半期純損失の計上による利益剰余金５百万円の減少によるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、（１）経営成績に関する説明のとおり初期投資コスト及び販管費の発生等があったも

のの、ほぼ当初の計画通り推移しております。従いまして、平成27年５月15日の「平成27年３月期 決算短信」で

公表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(平成27年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 676,613 479,911 

売掛金 144,433 134,671 

原材料及び貯蔵品 30,346 32,509 

その他 99,764 140,768 

流動資産合計 951,158 787,860 

固定資産    

有形固定資産    

建物 774,722 858,507 

減価償却累計額 △289,393 △308,828 

建物（純額） 485,328 549,679 

機械及び装置 － 9,000 

減価償却累計額 － － 

機械及び装置（純額） － 9,000 

工具、器具及び備品 234,609 240,625 

減価償却累計額 △151,155 △157,035 

工具、器具及び備品（純額） 83,453 83,589 

建設仮勘定 4,729 3,986 

有形固定資産合計 573,512 646,255 

無形固定資産 2,227 2,093 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 469,269 491,541 

その他 36,747 40,848 

投資その他の資産合計 506,017 532,389 

固定資産合計 1,081,756 1,180,738 

繰延資産 1,337 1,223 

資産合計 2,034,253 1,969,822 
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    （単位：千円） 

  前事業年度 
(平成27年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 101,398 100,860 

短期借入金 10,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 150,255 151,348 

1年内償還予定の社債 18,000 18,000 

未払法人税等 57,829 5,925 

賞与引当金 - 6,301 

資産除去債務 3,381 4,202 

その他 320,595 307,642 

流動負債合計 661,460 594,280 

固定負債    

社債 36,000 36,000 

長期借入金 317,006 319,204 

資産除去債務 103,771 108,411 

固定負債合計 456,777 463,615 

負債合計 1,118,237 1,057,896 

純資産の部    

株主資本    

資本金 269,237 270,212 

資本剰余金 253,237 254,212 

利益剰余金 393,540 387,593 

自己株式 － △91 

株主資本合計 916,014 911,925 

新株予約権 0 0 

純資産合計 916,015 911,926 

負債純資産合計 2,034,253 1,969,822 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

売上高 1,173,922 

売上原価 1,023,541 

売上総利益 150,381 

販売費及び一般管理費 160,279 

営業損失（△） △9,898 

営業外収益  

協賛金収入 5,668 

その他 938 

営業外収益合計 6,607 

営業外費用  

支払利息 1,806 

その他 400 

営業外費用合計 2,207 

経常損失（△） △5,497 

税引前四半期純損失（△） △5,497 

法人税、住民税及び事業税 1,644 

法人税等調整額 △1,194 

法人税等合計 449 

四半期純損失（△） △5,947 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

  当社は、店舗の運営等を通したカルチャーコンテンツの提供を行う事業の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。 
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